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研究実績 

の概要 

以前にポスト壁導波路の金属柱間に流路を設けた構造を用いて、溶媒等の連続加熱を実

現するマイクロ波アプリケータを提案しているが、5.8GHz 帯を使用した中型のアプリケ

ータでは、流路に別途テフロンチューブを挿入した場合には十分な昇温特性が得られな

い。この原因を探るため、今回、誘電体材料を用いない中空のポスト壁導波路を5.8GHzで

設計・試作し、テフロンチューブを導波路内に挿入した構造にて水やエチレングリコール

の昇温特性を調査した。 

中空のポスト壁導波路を用いたマイクロ波アプリケータの構造を図1に示している。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

上下の金属板間に周期的に金属柱を配置して、ポ

スト壁導波路が構成されている。上下金属板間は

空気で満たされている。ポスト壁導波路の柱と柱

の隙間を利用して、外部から導波路内部へ流路が

設けられている。この構造は、流路に溶媒を流し

込み、導波路内でマイクロ波を照射し、被加熱物

をそのまま連続的に取り出すことが可能な構造

である。ポスト壁導波路へのマイクロ波入力は、

SMA同軸ポートにより行う。 

5.8 GHzを動作帯域として、中空のポスト壁導

波路によるマイクロ波アプリケータの設計を行

った。導波路厚は、テフロン基板を用いた場合と

同じh = 12.0 mmを想定した。金属柱の半径をr 

= 1.5 mmとすれば、導波路幅 af = 36.0 mm、配

置間隔s = 8.0 mmで5.8 GHz帯の中空ポスト壁

導波路が得られる。図1のように、流路として半

径 rmc = 1.5 mmの円形チューブを金属柱間から

通し、導波路中央の 2区間に設置した。ポスト壁

導波路への励振は、垂直に付けたSMA型同軸ポー

トにより行う。中心導体と誘電体(テフロン)の長

さをlc = 8.8 mmとしたポートを導波路端からld 

= 9.0 mmの場所に設けることで、整合状態を得

ている。 

中空のポスト壁導波路型アプリケータを試作

し、昇温実験を行った。図2に試作したアプリケ

ータの写真を示している。真鍮板と鉄の丸棒をは

んだ付けして製作している。アプリケータへの入

力はSMA端子を介して行い、出力側は終端器で終

端した。流路として、外径3.0 mm(肉厚 0.3 mm)

のテフロンチューブを用いた。これに5.8 GHz、

5 Wのマイクロ波を照射して水およびエチレング

リコールの昇温実験を行った。照射時間に対する

温度変化を図 3 に示す。水は約 83℃まで昇温していることが確認できる。エチレングリ

コールについては、約58℃まで昇温しているが、再実験が必要と考えている。 

 

成果資料目録 

[1] 岸原充佳，岡本大季，山口明啓，内海裕一,“中空のポスト壁導波路を用いた5.8 GHz

マイクロ波アプリケータ,” 第13回日本電磁波エネルギー応用学会シンポジウム, P15, 

pp.158-159, Oct. 2019. 

[2] 漆原弘之, 岸原充佳，大久保賢祐，山下和則，岸宗孝，松村竹子,“5.8GHz帯同軸線

路型反応チャンバーの試作と Ru錯体合成への応用,” 第 13回日本電磁波エネルギー応用

学会シンポジウム, 3A02, pp.98-99, Nov. 2019. 

 

 

図 1 アプリケータの構造 

 

 

図 2 試作したアプリケータ 

 

 

図 3 昇温実験結果 
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